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1.は じめ に
周知のように,1962年 めレイテェル・カーソン(RachelCarson)に よる 『沈黙の春』,1972
年のローマ ・クラブによる 「人類の危機」レポー ト 『成長の限界』の刊行を機 に,人 々の経済
開発 ・成長 に対す る考 え方が少 しずつ変わってきた。同時にまた人々は,資 源 ・エネルギー,
環境に対 して も強い関心を示すようになったが,そ の段階ではまだ世界的な拡が りにはなって
いなかった。しか し,ロ ーマ ・クラブによる報告から丁度20年 後の1992年 にブラジルの リオデ
ジャネイロにおいて世界180余 国が参加 し「地球サ ミッ ト」を開催して以来,世 界中の人々や多
くの企業が,環 境問題 はもはや一地域や一国家では解決できない という考えに一致 し,経 済優
先から環境優先への行動様式の変化が大切 なことを認識するようになった。
それは,い いかえれば,従 来のような大量生産 ・大量消費 ・大量廃棄 といった経済システム
か ら循環型(リ サイクル型)の 経済 システムへの転換の必要性 を示す ものであり,現 に ドイツ
をはじめ多 くの国々 ・企業でその方向に向かいはじめている。
ところで,わ が国においてこのような問題にいち早 く取 り組 まれたのは,三 上富三郎教授並
びにその研究グループの先生方であ り,そ の業績 に対 し敬意を表 さずにはいられない。
筆者 もこのような思想に感化 され,少 なからず環境 とマーケティングの問題 に関心 を払って
きた ものの一人である。本稿 は,拙 稿「環境志向のマーケティング」(『和光経済』Vo1.30No.2・
3)の 延長線状にあ り,環 境志向のマーケティングのなかの製品開発,と りわけ 「環境にやさし
い(環 境負荷の少ない)製 品開発」に焦点を当てて論ずることにした。したがって,本 稿では
マーケティングに固有の価格 ・経路 ・プロモーション戦略の問題 は省かれることになる。
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II.循 環 型経済 シス テム
1.循 環型経済システムの必要性
先ず出発点 として,従 来型の経済 システムにおいてはもちろん,循 環型経済システムにおい
ても,今 後,地 球環境に対 して負荷がゼロという経済活動は考 えられない。この論 を進める基
本的な考 え方 としては,自 然は自力で復元力(回 復力)を 持っており,"環 境 を一定の水準に保
全 しつつ,開 発の速度を環境の自己再生能力の範囲内に調整 していれば,経 済活動の 「持続可
(1)
能な発展」が可能であると"い う前提 に立っている。
ここでの 「環境 の自己再生能力の範囲内」という意味 は,CO2の 濃度でいえば,550ppmの 範
囲内 という意味である。ちなみに産業革命当時のCO2の 濃度は約270～280ppmで あり,現在のそ
の濃度は約360ppmで あるといわれている。 したがって,550ppmと いうのは産業革命当時の2
倍の濃度に相 当することになる。 この濃度の範囲内であれば,持 続可能な発展が可能であると
②
いう前提である。したがて,今 後の循環型経済システムの構築はCO2550ppmの 範囲内でなされ
なければならないということである。
2.循 環型経済システムモデル
循環型経済システム構想 は,従 来の大量生産,大 量消費,大 量廃棄社会にとって代わるシス
テム として期待 されている。 この社会では従来の ような消費者の利便性 よりも,循 環 ・保全が
優先され,消 費者は節約,省 資源,再 利用,リ サイクルなどを率先 して行う生活パ ター ンの変
化が求められる。
このような構想にほぼ見合 う型の 「循環型経済 システム」モデルが通産省によって図一1の
ように示 されている。
図一1に よって示 された循環型経済システムにおいては,先 ずは経済活動に投入され る資
源.・エネルギーが節約 され,投 入された資源が回収 され再資源化され,再 び三たび製品化 され
る仕組が成 り立っている。けれども筆者が考えるには,同 時 にまた製造の段階で有害物質や汚
染物質 を排出しないシステムの確立 と,さ らには消費者が リサイクル製品を率先して購入 し,
(3)
消費者 自身が環境負荷 を低減 していこうとする自覚が形成 されていなければならないと思 う。
(1)JenniferA.Elliott,AnIntroductiontoSustainableDevelopment,Routledge,1999,Sec-
ondedition,PP6-7.
植田和弘教授 らは,『"持続可能 な発展 とは"「 環境を一定の水準に保全 しつつ,開 発の速度 を環
境 の自己再生産能力の範囲内に調整することである。人間が環境か ら資源 を採取 し不要物を排出
しても,'そ れが環境の復元力の範囲内であれば生態系全体 としてバランスは保てる」 というもの
である。植田和弘,落 合仁司,北 島佳房,寺 西俊一 『環境の経済学』有斐関防1994年,52頁 。
(2)『 環境 白書』総説,平 成9年 版,31頁 参照。日本経済新聞社主催第5回 「地球環境経済人サ ミ
ッ ト」講演資料集,1997年10月,56～58頁 。
(3)環 境志向のマーケティング3
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出所:通 産省循環型経済システムのイメージより
III.循 環型経 済 シス テムへ の転換 と新 しい マーケ テ ィング
これからの循環型経済システムにおいては,新 しい 「環境志向のマーケティング」が,そ の
サブシステム として認識されていくことが重要であると思われる。このような,環 境 に配慮 し
た新 しいマーケティングの提唱者 として知 られるケン・ピーティーは,「 グリーン・マーケティ
ングは顧客や社会の要求に対 し,利 益 を得ると同時に持続可能な方法で認識 し,予 測 し,満 足
(4)
させることに責任を持つマネジメン トのプロセスである」つまりグ リーン ・マーケティングは,
1)長 期的観点 というよりはむ しろ将来無限に続 くということ,2)自 然環境 により強 く焦点
を当てる,3)環 境を社会にとって有用なものという程度 をはるかに越えた高いレベルでの本
質的な価値 として取 り扱う,4)特 定の社会 というよりは地球的な問題に焦点を当てるとして,
(3)循 環 型 経 済 シ ス テ ム に つ い て は,米 国 の ワ ー ル ドウ ォ ッ チ 研 究 所 所 長 の レ ス ター ・ブ ラ ウ ンの
考 え 方 が 参 考 に な る。LesterR.Brown,Ecology:HowEnvironmentalTrendsareReshap-
ingtheGlobalEconomy.1998.枝広 淳 子 訳 『エ コ 経 済 革 命 』 た ち ば な 出 版,1998年,85～104
頁 。
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マー ケテ ィ ング活動 において環境 への配慮 が不可欠 な ことを強調 してい る。
三 上富 三郎 教授 は,過 去の マーケ ティ ング活動 の反省 と見直 しの上 に立 って環境保 全 を重視
し,最 優 先 させ るマ ーケテ ィング を 「環境 主義 マー ケテ ィング」と称 し,「 環境主義 マー ケテ ィ
ング を推 進 す る場合 の基本 的行動 原理 としての コ ンセ プ トの第一 はEEか らEEへ の転 換 であ
る。つ ま り,経 済効 率主義(EconomicalEfficiency)からエコ ロジー,エ ン トロ ピー(Ecology,
Entropy)へ の価値基準 の転換 の問題 であ る」とし,従 来 の経済性 は環境 への影響 を企 業の生産
活動 にお ける コス トとして加 えない とい う前提の上 に成 り立 っていた。 しか し,今 日の経済活
動 にお け るメル クマ ール は,エ コ ロジー,エ ン トロピーであ るべ きで あ り,経 済性 は価 値基準
(5)
の王 座 をお りな けれ ばな らな い とされ てい る。
(6)
筆 者 の考 え る「環境 志向の マーケ テ ィング」もケ ン ・ピーテ ィーや三上富 三郎教授 の思想 に感
化 され る もの であ り,基 本的 に「環境重 視」,「資源 の リサイ クル化」 とい う点で一致 して いる。
従 来 のマー ケテ ィングで は,消 費者 ニ ーズに合 わせ るかた ちで動 脈産業 によって造 り出 され
た製 品 を消費者 に提 供 し,そ の見返 りと して消費 者か ら対価 を受 け取 る ことが重要 な課 題で あ
って,そ こにおいて は 「資源 を循環 させ る」 とか 「環境 負荷 を小 さ くす る」あ るいは また 「不
必要 な製 品 を排 除す る」 とい った考 え方 はほ とん ど存在 して いなか った。 ところが,環 境 志 向
の マー ケテ ィ ングで は省資源 ・省 エネル ギー,使 い捨 て製 品や ニーズ レス製 品の排除,製 品 の
シ ンプル化 が 要求され,い わ ゆる 「環 境負荷 が小 さい こと」,「資源 を循環 させ る こと」 が新 た
⑦
な使 命 ・価 値観 とな って きた。
この ような環境 とマー ケテ ィ ングの関 係 を重 視 す る ドイ ツの研 究者 ステ ィー ガ ー(Ulrich
Steger)は,マ ーケ ティ ング ミックス の古典 的要素 一製 品 ・価格 ・流通 ・プ ロモ シ ョン政策 一
を どの よ うに利 用すれ ば,環 境 にや さしい製 品が もた らす個 人的利 益や リス ク削減 を顧 客 に理
解 して もらえるか という視 点 に立 って,新 しい環 境の マーケ テ ィングを模 索 してい る。 かれ に
よる と,従 来 のマーケ テ ィング管理者 はおおむね環境保全 の重要性 は認識 して いた ものの,通
常 の仕事 の なかでは それ をあ ま り考慮 していなか った。 しか し,今 日求 め られ てい るマー ケテ
(4)グ リーン ・マーケティングは環境志向(重 視)の マーケテ ィング と同義語であ り,ヨ ーロッパ
やアメ リカでは環境 志向 を著 す用語 として"グ リーン"が 定着 してい る。KenPeattie,Green
Marketing,PitmanPublishing,1992,p11.三上富三郎監訳 『グリー ン ・マーケテ ィング』1993
年,12～13頁 。な ら び にKenPeattie,EnvironmentalMarketingManagement,Pitman
Publishing,1995,p2;.
⑤ 環境主義 マーケティング研究会編 『環境主義マーケテ ィング』 日本能率協会マネジメン トセン
ター,1992年,124～125頁 。
(6)筆 者 の"環 境志向のマーケティング"と は 「製品(商 品)・ サー ビスの企画 ・設計段 階において
地球環境 と生活者 を第一 に考 え,企 業や生活者 によって使用 または消費 された残物 をリユース
(reuse),リ サイクル(recycle),リ プロダクト(reproduct),リ フユーズ(refuse)す るプロセ
スまで織 り込んだ,生 産,物 流,プ ロモー ション,販 売の活動である。 ここでの 「残物」 とは,
リフユーズ(廃 棄物)と なる前の状態 を指 し,で きるかぎり廃棄物 にしない とい う思想である。」
同類の定義 として大橋照子氏 の先駆的な定義がある。
⑦ 西尾チ ヅル稿 「地球環境時 代のマー ケティ ング戦略」r季 刊 マーケ テ ィング ジャーナル』
No,66,1997年,7頁 。
(5)環 境志向のマーケティング5
イングでは,環 境保全 を市場における競争力の源泉 として利用することがで きる分野になって
きている。環境面での規制 や要求に応 じて開発された,あ るいは変更 を加 えられた革新的な製
品やサービスのマーケティングが必要 とされている,と いっている。そしてまた,環 境志向の
マーケティングコンセプ トは,マ ーケティング ミックスの伝統的なツールを変更 し,補 完する
(8)
ことで市場に導入し,確 立 できるとしている。スティーガーの論旨からもわかるように,マ ー
ケティング活動 は社会への慈善活動ではないので,そ こには他の企業 との競争関係 も存在 して
いるが,環 境保全 を市場 における競争力 としていくためには,環 境保全のための 「新技術の開
発」や 「環境にやさしい新製品開発」が不可欠 となって くる。 そしてまた,そ れが新しいビジ
ネスとなって環境保全に貢献 してい くのだと思 う。
IV.環 境にやさしい(環 境負荷の少ない)製 品開発
1.環 境にや さしい製品開発の意義
環境志向のマーケティングを実現 させてい くための第一歩は,「環境にやさしい製品」いいか
えれば 「環境負荷の少ない製品」 を開発す ることにあると思われる。
従来の製品開発や技術開発では,持 続可能性の視点が欠落 してお り,枯 渇性資源を大量に消
費 し,大 量の製品を市場化 して きた。そこには,現 状のままで生産をし続 けた とするならばど
のような環境負荷 を与えるかを考慮することはほとんどなかった。 ところが,今 日の大気 ・水
質 ・土壌汚染ならびに廃棄物の処理に関わ る諸問題は,マ ーケティングの分野にも発想の転換
を余儀な くさせ,使 用 したものを再使用 したり,回 収 して再資源化する思想 を定着化させてき
⑨
た。
スティーガー(UlrichSteger)に よると,「環境面での製品政策には,環 境 に配慮 した様々な
製品や革新技術を投入 し,環 境 に有害な製品を排除 し,環 境面での製品分析 を行 う方法を開発
し,不 足 している原料を豊富にある原料へ と代 えていくことが必要であ り,製 品政策 は概 して,
製品が環境 に与える負荷を軽減することに関連 している。特に,再 利用 またはリサイクル可能
な製品を重視する必要がある。 これらは材料を再利用す ることによって長期的なコス ト削減の
機会を提供するほか,購 入者にプラスのイメージを植え付 けることで,競 争優位性の確立にも
Oo)
つながる」といっている。
これに加 えて,製 品政策のさらなる課題は,消 費者が環境 にやさしい製品を進んで利用する
かどうかにかかっているといえよう。
(8)UlrichSteger,Umweltmanagement,1993.飯田 雅 美 訳 『企 業 の 環 境 戦 略 』 日経BP社,1997
年,148～152頁 。
(9)山 本 良 一 「リサ イ クル を考 慮 した 製 品 設 計 」 『電 学 誌X115巻9号,557頁 。AjayMenon&Anil
Menon,EnviropreneurialMarketingStrategy:TheEmergenceofCorporateEnviron-
mentalismasMarketStrategy,JournalofMarketingVol.61(January1997>,
pp.51～67,も 参 考 に な る。
⑩ 飯 田 雅 美,前 掲 訳 書,152頁 。
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2.環 境にやさしい(環 境負荷の少ない)製 品 とは
環境 にや さしい(環 境負荷の少ない)製 品 とはどのような製品なのか,東 京都消費生活モニ
ター ・アンケー ト調査 によれば,「 環境にやさしい製品」 とは安全性 に加えて,
(1)環 境への低負荷性
(2)省 資源 ・省エネルギー性
(3)リ サイクル可能性
(4)長 期使用可能性
を挙げている。
上記 の(1)～(4)の 製品属性を備 えている製品が 「環境 にや さしい製品」ということにな
るもの といえよう。ただ し,(1)～(4)の すべての属性 を備えてLIる ものは少ないので,こ
の うちの幾つかを備 えていることで必要条件は満たされ るものと理解すべ きである。
現在普及 している 「環境にやさしい製品」 としては,東 京都のアンケー ト調査によると,9
割の人が 「日用雑貨」を挙げ,今 後普及 して欲 しい 「環境 にやさしい製品」 としては,6割 を
ac
超 える人が 「家電製品」 と 「自動車」を挙げている。
そこでつぎに,実 際にリサイクル型の 「環境にやさしい」製品開発 とその仕組みについてみ
ていこう。
V.環 境にやさしい製品開発とその仕組み
1.循 環型の製品開発
従来のマーケティング活動における製品開発では,製 品は,消 費者のニーズ ・消費者志向の
名の下に動脈産業によって立案 ・設計 され,市 場 に出されていった。 しかし,こ れか らのマー
ケテ ィングで は,企 画 ・設計の段階で開発 しようする製品が,鉱 物資源の採取の段階から最終
消費者によって消費され再生 されるライフサイクルの全過程 を重視 してい くことが重要である。
すなわち,そ れまでの 「血や肉」を大量 に作 り出す動脈産業志向か ら 「汚れた血液を」 きれい
に浄化 させ る静脈産業志向,つ まり廃棄物 となるものを再資源化 し地球環境への負荷を最小限
にしてい こうとする製品作 りが重要 となるのである。そしてそれはまた,い わゆるライフサイ
クル ・アセスメント(LCA)の 問題で もあると思われる。
そこで,つ ぎに 「環境にやさしい製品」を開発 してい く際に"環 境への配慮"を どのように
していけばよいかを検討 しよう。
qD(1)～(4)に はそれぞれコメン トが付いているので,詳 しくは平成9年 度第8回 「東京都生活モ
ニ ター ・アンケー ト調査」 を参照 されたい。
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図一2リ サイクル型製品開発の仕組み
従来のマーケティング=動 脈産業 ・動脈プロセス
精錬 ・精製
企画
選 鋼
設計
スラグ
等
採 掘 廃石
??
???
????
???
処理
??
回収
処理 回収
消費者
使用者
鉱物資源
一部
廃棄
これからのマーケティング=資 源循環型
マーケティング(リサイクルプロセスを含んだ
動脈かつ静脈産業)
出 所:一 部 インター ネット検 索 による資 料(G.J.&M.H.Govett(Ed.)Books:WorldMineral
Supplies,1976)を 基 に筆 者 が 作 成 。
2.そ れぞれの段階での環境への配慮事項
A.企 画 ・設計の段階B.材 料 ・部品調達の段階C.製 造の段階
1)LCA1)グ リーン素材の調達1)原 材料の削減
2)分 解性評価 ・2)エ コマテリアルの開発2)エ ネルギーの削減
3)計 画的陳腐化の反省3)有 毒 ・排水物質の削減
4)製 造工程の改善
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D.物 流 ・販売の段階E.使 用の段階F.回 収の段階
1)容 器包装の減量化1)消 費エネルギーの削減1)メ ーカーの回収責任
2)包 装材料の検討2)修 理体制の整備2)分 別回収
3)配 送経路 と共同配送3)使 用期間の延長3)流 通業者の協力
4)省 包装商品の販売4)中 古市場の確立4)リ サイクル体制の確立
G.処 理の段階
1)一 貫処理 システムの開発
2)ゼ ロエ ミッション ・システムの開発
A.企 画 ・設計の段階での配慮事項
フユーラー(DonaldA.Fuller)に よると,資 源 を利用 し製品を作 り消費す る結果,廃 棄物
を排出することは避けて通れないので,"製 品設計"が 持続可能なマーケティング戦略の中心的
な課題 となるという。かれによると,製 品設計は,資 源の種類 ごとに意思決定がなされ,製 造
工程が活用される段階であり,最 終的には廃棄物排出の特徴を決定す るものであるので,重 要
であるといっている。 まさに企画 ・設計の段階で,開 発される製品の環境への負荷がほぼ決定
u.)
されるといって も過言ではないように思われる。
米国工業デザイン協会 「環境管理の設計原理」によると,製 品設計に当たって以下の7項 目
p3)
を考慮するよう推奨・している。
1.安 全 な製品 とサービスの維持 ・… 設計者は,建 物,風 景,製 品ならびに環境的被害 を
最小限にし,人 々の使用に安全である空間の開発 を顧客(ク ライアント)や 従業員 と共に唱
えるべきである。
2.微 生物の保護 ・… 設計者 は微生物保護の観点から,空 気,水,地 球を危険に晒す何 ら
かの汚染物質の投入を最小限にする努力 をすべ きである。
3.天 然資源の持続的使用 ・・'・・設計者 は,植 物,野 生動物の生息地,開 かれた空間,荒 野
の保護 を含む,復 元可能な天然資源の持続的使用 を可能にすることに大 きな努力を払 うべき
である。
4.廃 棄物の削減 とリサイクリングの増大 ・… 設計者は,廃 棄物を最小にするために製品
の耐久性,適 合性,修 復性,リ サイク リングを考 えた設計をし,原 材料の調達 と仕様書の基
準を採 り入れるべ きである。
5.エ ネルギーの賢い使用 ・… 設計者 は,環 境的に安全なエネルギー資源 を選択 し,い つ
で も生産 ・操業可能なエネルギー保存型の手段を採 り入れるべきである。
6.危 険の削減 ・… 設計者 は,自 らの従業員 と設計品の使用者への健康に対 して環境的 リ
スクを最小限にす る努力をすべきである。
(12)DonaldA.Fuller,SustainableMarketing,SAGEPublication,lnc.1999,p129.
(13)ibid.,p136.
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7.情 報の伝達 ・… 設計者 は,原 材料 と製造工程を詳細にする際に,同 僚が最高の選択が
できるような手助 けのできる情報伝達をすべきである。
設計者 は以上のことか ら上記7項 目を製品の企画 ・設計に当って考慮すべ きである。
1)LCAの 考慮
この段階は 「モノ」作 りの出発点 に当たり,企 業の社会的ミッション(使 命)・モラール・コ
ンセプ トが集約 される重要な段階である。 この段階で誤 った判断をするとライフサイクルのそ
れぞれの段階に悪影響を与 えることになる。
『環境白書』によると,「 ライフサイクルを見通した製品設計 として,「 モノ」作 りの製品設
計に当たっては,製 品の機能面だけでなく製品の製造,使 用,廃 棄,リ サイクル等のライフサ
イクルにわたって効率的な資源 ・エネルギー利用 と環境負荷の削減がなされるよう配慮 される
oの
ことが望 ましい」 として いる。
LCA(LifeCycleAssessment)とは,製 品 が環 境 に与 える影響 を,原 材 料 の採取 か ら廃棄
に至 るまでの各段階 ご とに分析 し,総 合評 価す るシステムの ことで ある。 具体的 に は,各 段 階
ごとに消費 エ ネル ギー,排 出 され る大気 汚染物 質,水 質 汚染物質,固 形廃 棄物 な どを測定 して
環境 へ の負荷 を総合評 価す る仕組 みであ る。 つ ま り,LCAで は,あ る製品 を例 に挙 げ ると,
その原材料 の採掘 ・精製 か ら加 工,製 造,流 通(輸 送 ・販売),使 用,再 使 用,リ サイ クル,最
終 廃棄 の全生涯 を とらえ,そ の全過程 にお ける物質 ・エ ネル ギーの収支 を算 出 し,各 種 の環境　
負荷 を評 価す るこ とによって,製 品の環境的側 面か らみた 品質改善 を行 う もので ある。
なお,LCAの 評 価 は,一 般 的につ ぎの4段 階 に従 って進 め られ る。 す なわち
第1段 階:目 的の明確化(GoalDefinition)
第2段 階:デ ー タの調査(lnventory)
第3段 階:影 響 度 の分析(ImpactAnalysis)
第4段 階:改 善評価(Evaluation&ImprovementAnalysis)
この うち,第2段 階の インベ ン トリー分 析で は,製 品 への ライフサイ クル を通 じて投入 され
る資源 ・エネル ギー,水,労 力 な どの イ ンプ ッ トの数値 が重要 であ り,第3段 階 のイ ンパ ク ト
分析 で は,イ ンベ ン トリー分析 に よって算:出された数値 を用 いて生 態系 への影響,人 間 の健康
への影響,資 源 の枯 渇 な どへのイ ンパ ク ト項 目 ごとの分類 と,そ の影響度合 を評価 す る もので
　
あ る。双 方 は,LCAの 評価 にお いて重要 な位 置 を占めて いる。
今 日LCAの 手助 け として,ド イツ,英 国,ス ウェーデ ン,米 国で は各種 のLCAソ フ トが
開発 され利 用 されて きた。 わが国 で も遅れ ばせ なが ら「産 業環境管 理協会 」に よる「JEM-LCA」
(1の 前掲環境 白書,115頁 。
G5)山 本良一稿 「地球 環境対応の製品設計」『YRCPLAZA』 横河総合研究所,1997年6月 号,
No.15.4～9頁 。 山本良一稿,前 掲 「リサイクル を考慮 した製品設計」558頁 。
㈲ 伊坪憲宏,山 本良一,森 実稿 「ライフサイクル ・アセスメン トによる環境負荷評価」安全工
学,VoL35No.41996年,272～274頁。
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や東芝による「Easy-LCA」 ソフ トが市販され,LCAに 貢献 している。ちなみに東芝の「Easy
-LCA」 は原材料調達か ら設計,製 造,流 通,一使用,廃 棄に至るまでの各プロセスでの材料の重
さや使用量などをパソコンに入力すれば,環 境汚染物質の排出量が一目でわかる仕組 みになつ
　
ている。なお,LCAの 具体的な例が,「 ガソリン車」 と 「電気自動車」 を比較す るす ることで,
⑬
分か りやす く示 された ものがある。
2)分 解性評価の考慮
分解性の目的は,一 度使用 した部品を繰 り返 し再利用 した り,あ るいは解体 して別の材料の
資源に再生 した りするものである。そのためには,製 品の本体を小型化 した り,部 品 を識別 し
易 いように"識 別標識"を 施 した りネジ止め,は んだ付け,接 着を極力回避 して,ポ ジュール
構造 と差 し込み結合方式 を採ることが望 ましい。 ドイツの電機 ・電子メーカーではこのような
方法を採用 している企業が少なくない。 わが国のカメラ ・フィールムメーカー 「写ルンです」
の循環システムで知られる 「富士 フイルム」では,分 解の自動化のためにネジ止めな どを廃止
し,そ れに代わってツメと呼 ばれる引っかけ方式の採用や部 品のユニ ット化を推進 し,部 品の
　分解 を容易
にしている。
3)計 画的陳腐化の反省
計画的陳腐化政策は,第2次 大戦後,資 本主義経済社会において技術革新 と新製品開発競争
が熾烈 になるに及んで,そ の受 け皿 として活用されてきた。耐久消費財 は,も ともと耐久性が
あるから僅かな期間で消耗 した り,腐 敗することはない。大切 に使えば5年,10年,20年 と使
えるものが多い。 ところが,メ ーカー としては長 く使われると,更 新需要が先延ばしされてし
まうので,更 新需要を早めるために既存製品よりも性能の優れたもの を開発 した り,モ デルチ
ェンジを繰 り返 した り,流 行遅れにした りすることによって,い わゆる製品を計画的に陳腐化
してきたのである。そして,こ れが20世 紀中期からの資本主義経済社会を維持してい く中核的
な手段の1つ として活用されて きた。
そこでは 「消費 は美徳=使 い捨て美徳」の思想 と相通ずることとな り,資 源 ・エネルギーの
浪費が公然 とされてきた。今 日,粗 大 ゴミの廃棄 ・処理が社会的問題 となっているだけに,製
品の設計者は設計の段階において,こ れまでのような頻繁な陳腐化は極力回避 しなければなら
⑳
ない。
G7)イ ン タ ー ネ ッ ト検 索 に よ る 「環 境 用 語 」 よ り抜 粋 。
(18)T.EGraede1&B.R.Allenby,IndustrialEcology,PrenticeHall,'1995,後 藤 典 弘 訳 『産
業 エ コ ロ ジ ー 』 株 式 会 社 トッパ ン,1996年,124～129頁を 参 照 さ れ た い 。
G9)ド イ ツ の メ ー カ ー で は シ ー メ ン ス 社,ド イ ツIBM社 が 取 り組 ん で い る。詳 し く は,「 ジ ェ ト ロ
セ ン サ ー 」1995年7月 号,25頁 を参 照 さ れ た い。 「写 ル ン で す 」 に つ い て は富 士 フ イ ル ム の 提 供 資
料 に よ る。
⑳VancePackard,TheWasteMakers,1961,pp.53～67.拙稿 『和 光 経 済 』第9巻1号,91～94
頁 。 環 境 主 義 マ ー ケ テ ィ ン グ 研 究 会 編,前 掲 書,'156～157頁 。
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B.材 料 ・部品調達の段階での配慮事項
1)グ リーン素材の調達
リサイクル,廃 棄物の排出削減 に関わって今日材料 ・部品のグリーン調達が重要になってい
る。 ここでは幾つかの事例を挙げなが ら,そ の重要性をみてい こう。松下電器は,1999年4月
からグリーン調達を実施することを決定 した。松下 は 「グリーン調達基準書」 を設け,自 社製
品の環境性能の向上に当た り,環 境性能に優れている材料 ・部品の調達が不可欠な ことを痛感
している。それには自社内のみな らず外部 の材料 ・部品メーカーの協力 も欠かせないという。
そのため松下は,'環境マネジメント・システムを通 して,材料 ・部品メーカーが将来にわたって
多様 な環境性能を継続的に高められる体制 を確保 しようとしている。このように,松下が取引先
にマネジメン ト・シ ステムを要請するのは,製品 トータルでの環境整合性が21世 紀の競争条件 と
なると見込んでいるか らである。製品や製造 にかかわる環境問題 は多岐にわた り,松下のような
大企業 といえども1社 で直接管理できる範囲は限 られ る。その点取引先が環境マネジメントシ
cat'
ステムを構築すれば,取 引先の環境関連情報 を把握 しやす くなる,と いうわけである。
図一3松 下電器のグリーン調達基準の概要
〈環境マネジメントシステムの構築〉
企業理念、方針の策定
組織、計画の明確化
環境影響評価
(化学物質の管理、水質汚濁の防止、廃棄物管理など)
従業員や関連業務従事者に対する環境保全教育
省資源、省エネルギーのための物流合理化一
法律、条例の遵守
指定した化学物質の使用禁止や使用量削減
(「化学物質管理ランク指針」に従う)
省エネルギー、省資源、再生資源化などの取り組み
麺)か ら
(品質)(コ スト)(納期)
⑳)+E(賜
出 所:日 経 エ コ ロ ジ ー 、1999年4月 号14頁 よ り
松下に限 らず,キ ャノンや リコーも 「グリーン調達」 を掲げ,取 引先の環境問題への対応力
⑳ 『日経 エ コ ロ ジ ー 』 日経PB社,1999年4月 号,14～16頁 。
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を選 別 して い る。
図一4環 境マネジメン トシステムに絞った りコーのグリーン調達
取得済60社
(主に大手)
未取得167社
主要取引先227社
(取引高年間2億円以上)
環境マネジメントシステム(EMS)
構築要請
lSO14001と
リコーガイドラインの関係
ISO14001の 要求の核になる部分でリコーガイド
ラインを作成。将来のiSO取 得につなげられる
出所:日 経 エ コ ロ ジ ー 、1999年4月 号17頁 よ り
日立製作所 も材料調達の際,エ コマテ リアル素材 を調達 している。例 えば,40種 類のプラス
チックを,エ ネルギー消費量,リ サイクルの し易 さ,材 料物性 とコス トの観点か ら総合評価 し
て4種 類 に分 け,エ コマテリアルを積極的に使用する方針 を立 ててbる 。塩化 ビニールなど燃
やす とダイオキシンや塩化水素など毒性のあるものや,リ サイクル性の悪いモノは家電製品の
㈱
材料 として使用しないこととしている。
ドイツの自動車メーカーは,構 造体の部分の鉄鋼 を除いた内装材の90%を 再生可能な天然素
材 を用いて生産 をはじめた企業 も存在する。タイヤには天然ゴム,ヘ ッドレス トにはココナツ
繊維,ト ラックの天井の内貼 りはジュー ト等が用いれれ,軽 くて丈夫で,リ サイクル可能な低
⑳負荷
型の自動車が生産されている。
2)エ コマテ リアルの開発
山本良一教授 によると,こ れからの製品 ・素材はそのライフサイクル全体 において環境への
負荷が最小で,枯 渇資源の リサイクル性に優れた ものである必要がある,と いっている。そし
て,同 教授 は,「エコマテ リアル とは,ラ イフサイクルにおいて環境負荷 を最小に,再 資源化率
を最大にした材料 をいい,そ の開発が待たれているが,そ れには再生可能な材料,生 分解性材
料,長 寿命な材料,非 毒性材料,枯 渇性材料の代替材料,天 然材料 などが挙げ られ る。」といっ
㈱ 山本良一稿,前 掲 「リサイクルを考慮した製品設計」558頁。
㈱ 『環境白書』総説,平 成11年版,114頁 。
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ている。 また,科 学技術庁は,「 環境 と調和 した材料技術の開発」に取 り組んでいるが,そ れに
よると,製 品製造の際に,廃 棄される状況 を想定 して,成 分組成に分離可能な合金の設計が行
われているという。それ らには,純 度の高い金属の利用や添加元素の最小化 も考えられ,Fe-Cr
合金(ス レンレス)を はじめ,さ まざまな合金開発が研究 されている。このほか,リ サイクル
可能な複合材料の研究 として,液 晶ポリマで熱可逆性樹脂 を強化 した材料の研究や鉄のファイ
バー鉄 を強化 し,使 い終われば温度 を上げて全部溶か してリサイクルできるという材料 の研究
⑫む
もなされている。
C.製 造の段階での配慮事項
1)原 材料の削減
計画的陳腐化の反省の ところで述べたように,従 来使い捨てを肯定 し,多 くの資源を無駄使
いしてきた。基本的には不必要な製品を製造 しないことにつきる。分解性 を向上させ,部 品の
数を減らしたり,新 素材 に転換 した りすることによって削減できるもの と思われる。
家電メーカーでは,2001年 からの 「家電製品 リサイクル法」の施行に先駆 け,材 料の統一化,
部品の共通化 ・共用化,設 計の斗ニ ット化 を通 じて原材料や部品を削減 し,コ ス トを低減 して
い く動きがみられる。 また,先 ほど紹介した富士フイルムの 「写ルンです」では,分 解性を高
めるため従来の設計 を変更す ることによって,小 型化を図った り原料や部品を削減することに
よって環境負荷削減に努 めている。
2)エ ネルギーの削減
製造段階でエネルギー削減に注意すべきことは,基 本的にはここで も「使 い捨て製品」や「不
必要な製品」を製造 しないことであるが,長 期的には主な製造工程を改善 した り,変 更 したり
することによって,エ ネルギー消費 を削減す ることにも力をいれるべ きである。
このほか,従 来 よりもエネルギーを節約す ることのできる製品を開発することも,こ こでの
課題 である。例えば家電各社 は,具 体的な事例 として家電製品の 「待機時間節約製品」や消費
電力の少ない冷蔵庫,洗 濯機,テ レビ,エ アコンの開発 に向けて2001年 の「家電 リサイクル法」
㈱
の実施 を睨んで トップランナーを目指す と同時に,商 業ベースに乗せ る努力に懸命である。
自動車では生産から廃棄 まで,自 動車の生涯エネルギー消費の約80%が 使用時の燃料消費で
ある。その燃料消費 は,地 球温暖化の原因 となる炭酸ガス,大 気汚染の原因 となる窒素酸化物
や一酸化炭素を排出するので,ガ ソリンの消費量を減 らし,こ れ らの排出を抑制する取 り組み
をしなければならない。そのための製品の1つ として開発されてきたのが 「ハイブリッド車」
であり,「燃料電池:車」である。当面各社がこれらの製品で凌ぎを削ることになる。
なお,エ ネルギー削減ならびにク リー ンエネルギー製品 として商品化 されている太陽光発電
などは,今 後重視 してい くべきである。
(20山 本良一稿,前 掲 「リサイクル を考慮 した製品設計」557～558頁 。
(25)『 日経エコロジー』1999年9月 号,20頁 。
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3)有 毒 ・廃水物質の削減
従来,製 造段階では,さ まざまな有害物質が使用されてきた。例 えば空調システムの冷却剤 と
してのフロンカーボンとか,ポ リスチ レン(無 色透明な合成樹脂)製 造 において,わ ぶ く(泡
つばき)を 吹 き飛ばす作用としてのフロンがそうである。ポリスチレン製造に使われたフロン
は,リ サイクリングの段階で再生不可能なので,製 造段階でフロンの代替物 を使用する事が不
可欠である。同じことが,電 器の トランスに用い られてきたPCBな どについてもいえること
㈱
である。.
4)製 造工程の改善
エコロジカルな成果 を達成するための行程改善や変更は,廃 棄物排出を削減 し,ま たエネル
ギーの使用 を削減する上で重要である。そのための行程変更の幾つかの例をみていこう。
ある"塗 装会社"で は,現 在塗料を取 り除 くために高速プラスチック小粒子 を用いているが,
廃棄物処理工程を溶剤 を使った 「塗料噴霧器システム」に取 り代えることによって,有 害物質
の削減が可能 になっている。 また,あ る"鉄 工業会社"に おいてはコークスと沈殿物 という2
つの主な廃棄物 と汚染の源泉を取 り除 くための突破口となる直接鉄鋼製造工法を考案 している。
また,"製 紙産業"に おいては,漂 泊の際,水 素過酸化物行程を用いることによって,ダ イオキ
シン汚染 に直接結びついていた塩素漂白剤の行程 を取 り除いている。さらに印刷業界 では,プ
リンティング ・プレー トシステムに対 して,コ ンピュータ ・システムといったデジタルプレス
技術 に取 って代わることによって,従 来の行程では密着 していた有毒物質 と固形廃棄物を取 り
⑳
除いている。
上記 のい くつかの例 は,製 造段階での解毒 を証明するものであ り,こ れらの方法が環境の改
善を達成する上で有益であることを示している。
このほか,処 理工程 におけるルーチン化 した行程 は,浪 費的装置であることが多 く,そ れは
廃棄物 を生み出す行程 となり,資 源復元を受 け容れ難い行程 となる。したが って,こ うした行
程 を改善 した り,変 更 した りすることは一時的には負担 となるが,長 期的視点 に立てば環境へ
の負荷 の削減に寄与することになる。
D.物 流 ・販売の段階
『環境白書』によると,物 流 ・販売の段階での取 り組 みとしては,容 器包装の減量化,環 境
負荷の少ない包装材料の利用,物 流の効率化などが挙 げられるとしている。 ＼
1)容 器包装の減量化
容器包装の減量化は,メ ーカー ・物流業者 ・小売機関がシステム として(一 貫 して)取 り組 む
ことが先決であるが,そ れぞれが自主規制することによっても効果をあげることがで きる。
包装や梱包 は,商品 を輸送・搬送途 中でのショック,振動,濃 縮,破 損 を保護するものとして,あ
るいは商品の販売促進手段 として用いられてきたが,減 量化に対 しては,過大な内装 を避けた り,
(26>DonaldA.Fuller,op.cit.,p140.
⑳DonaldA。Fuller,op.cit.,pp138～139.
(15)環 境志向のマーケティング15
不必要な外装 も廃止すべきである。米国の調査結果によると,すべての一般ゴ ミの約30%が 容器
ならびに容器包装材であ り,また推計で,す べてのプラスチック生産量の約3分1は,短 期的な
使い捨 て容器包装材 としての用途であるといわれている。そして,便利な食品類の容器包装材は,
⑳
消費生活における主要な残余物(廃 棄物)に なっているということである。 この点か らすると受
け入れ側の消費者は,パ ッケージ商品の便利な受 け入れ という生活様式を改める必要がある。
ところで,製 品の包装 は一切の包装がい らない場合 もあれば,1段 階か2段 階の包装で足 り
る場合 もある。例えば,ポ テ トチップの袋はそれぞれに異なる機能 をもつ材料が7層 に も8層
にもサン ドイッチ状に重ね合わさってできている。 したがって,ど の段階でのパ ッケージング
を省 き,あ るいは簡単な ものにするかによって,発 生す る残余物(廃 棄物)の 量が左右 され,
6の
また,生 産者や消費者 にとっての輸送 ・保管経費等の節減に繋がることになるという。
2)包 装材料の検討
環境負荷の少ない包装材の検討は,包 装 ・梱包材 を使ってパ ッケージするメーカー,輸 送業
者,ま た百貨店 ・スーパーなどの小売機関が中心となって考 えられなければならないが,包 装
された商品を最終的に購入するのは主として消費者であるから,消 費者 も十分にこの点を考慮
する必要がある。
環境面で責任の もてるパ ッケージングを設計する際の一般原則は,自 然をまねたものにする
ことことが望ましいとされる。 それには,可 能 な限 り,天 然の素材 を使 うようにすれば毒性や
分解性から出てくる問題点が回避されるか らで ある。多 くの食品などの場合 には,食 べてしま
うことができる包装材料 も検討 されるべきである。例えば,現 在使い捨てにされている紙コッ
プ ・紙皿 といった ものを,お 米の粉を材料にした ものに切 り替え,使 った後で食品として利用
するといった具合である。包装容器を新素材にした り,重 量を減 らした りすることによって輸
⑳
送車両の必要性を25%削 減 した例がある。
容器 ・包装材において も有毒物質には十分注意を払わなければならない。容器 ・包装材には
印刷を伴 うものがあ り,印 刷 された もののなかにはインクの中に有害物質が含まれているもの
がある。 ドイツでは「ブルーエンジェル(BlueAngel)」 が,有 害物質や不必要な顔料 を含 まな
い素材,紙 であれば漂泊 していない容器包装材の利用 を義務づけているが,他 の国においても
(認)
ドイツと同じポリシーをもつべきである。
1今
日では専門化が進み,製 品 ・商品のパ ッケージングや出荷 ・輸送等 も,し ばしば容器包装
材や輸送技術を専門にするエンジニアに一任されていることが多い。 したがって,製 品や製品
行程の設計担当者 は,で ぎる限 り専門家 とコミュニケーションを図 り,製 品が環境 に責任をも
⑫8)後 藤 典 弘,前 掲 訳 書,263頁 。
⑫9)マ ー ケ テ ィ ング と包 装 に つ い て は,環 境 主 義 マ ー ケ テ ィ ン グ 研 究 会 編,前 掲 書,162～163頁 に
詳 し い 。
(30)後 藤 典 弘,前 掲 訳 書,264頁 。
(3DDonaldA.Fuller,op.cit.,pp143～144.
(32)後 藤 典 弘,前 掲 訳 書,271頁 。
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つたパ ッケージによって出荷 ・輸送 されるようにすべきである。
3)配 送経路 と共同配送
物流 と環境への影響の問題 は,主 として運送に関わるものである。物流段階では輸送手段 と
して トラック,鉄 道,航 空機 などが用いられるが,そ れらはエンジンに化石燃料を使用 し,使
用すればするほど大気汚染物質を排出する宿命を もっている。 したがって,現 段階で取 り組 ま
なければな らないことは,二 酸化炭素等を排出しない輸送手段 を開発すことであるが,当 面 そ
れを一気 に解決することは難 しい。当面,ト ラックをハイブリッド化 した り,道 路の渋滞を緩
和 した り,小 口 ・少量輸送の回数 を減らして効率のよい輸送システムを作 り上げることが肝心
個コ}
である。
筆者は1999年9月 初旬に ドイツの 「環境都市」フライブルク市 を訪れ,中 心市街地への自動
車の乗 り入れを極力制限 し,環 境保全に専念 している姿 を視察 ・調査 してきたが,効 率のよい
輸送 システムを作 り上げるためには,業 界 ぐるみで配送経路や共同配送 を検討 した り,従 来の
リアルタイム配送による搬送車両の増加や燃料の無駄づかいならびに配送業務増大などを抑制
してい くことが不可欠である。そのためにはまた,企 業 ・行政 ・市民が一体 となって協力 しな
けれ ばならない。 また,配 送品のなかには有害物質を含んでいる物 もある。こぼれた り気化 し
た りする可能性があるものについては,輸 送経路 を選択 して人間や環境面で問題にな りそうな
⑬尋
場所 と接 しないような配送経路を選択すべ きである。
4)省 包装商品の販売
物流・販売の段階では,販 売店の努力 と協力も重要である。販売段階で小売機関は,「容器包
装の商品」を販売 した り,あ るいは使用後の 「容器包装材」を回収 したりすることで,リ サイ
クルの中間的主役を演じなければならない立場にある。すなわち,小 売機関はメーカー と消費
者 との接点にあ り,で きる限 り過剰包装品を避け,再 生品等の商品を提供するように心掛ける
必要がある。
このような実状から 「小売段階」で,過 剰包装商品の販売やその回収等で求められることは,
(駈)
以下のようなものであると思われ る。
1.商 品は,再 生素材を使用したものを取 り扱 う
①再生紙 を使用 した トイレットペーパ,ノ ー ト等 を扱 う
②エコマーク商品,グ リーンマーク商品等の環境 ラベル商品を取 り扱う
③化粧品,醤 油,油 な どの商品については希望に応 じて,詰 め替 え商品の販売を可能 に
(33)DonaldA.Fuller,op.cit.,p.179.
(3d後 藤 典 弘,前 掲 訳 書,269頁 。
㈲ 「環 境 関 連 レポ ー ト,業 種 別 環 境 対 策 動 向 」イ ン タ ー ネ ッ ト検 索 に よ る 資 料 よ り。 また,エ コ ・
セ ー ル ス(Eco-Sales)に つ い て は,次 の 書 物 が 参 考 に な る 。J.A.Ottman,GreenMarketing,
NTC,1998,pp141～146.さらに"流 通 業 に お け る環 境 先 進 国"ス イ ス の 「ミグ ロ ス 」 や 「ス イ ス
生 協 」,な らび に ス ウ ェ ー デ ンの 食 品 ス ー パ ー 「ICA(イ カ)」 の 取 り組 み が 参 考 に な る。r日 経ECO
21』 日 経 トレ ン デ ィ 別 冊,1998年9月,68頁。
(17)環 境志向のマーケティング17
す る
2.包 装材の削減を図 る
①食品 トレイを使用 しない販売を拡大す る
②簡易包装の推進,二 重包装の廃止,ギ フト包装の簡素化を図る
③ ポリ製買い物袋の削減 を図る
④野菜など,ば ら売 り・量 り売 りを図る
3.資 源物の自主回収 を実施する
①店頭に回収ボックスを設置 して使用済み容器 を回収する(空 き缶,空 き瓶,ペ ッ トボ
トル,牛 乳パ ック,食 品 トレー等)。
このほか,小 売業自らがエコ商品,グ リーンマーク商品の使用に努めるとか,自 ら排出する
廃棄物の再資源化や店舗 その ものの省エネルギー化にも取 り組む必要がある。実際にかな りの
小売機関がそれを実行 してきている。
巳使用の段階での配慮事項
製品の使用に伴 う環境負荷の低減に対するメーカーサイドの取 り組 み項 目については,す でに
設計 ・製造の段階で述べているので,こ こでは主 として消費者に的を絞 ることとする。
先ず消費者 は,商 品購入 の際,環 境負荷の少ない商品を選択しようとす る心がけが必要であ
る。それには,① 簡易包装商品の購入,② 消費電力の少ない家電商品の購入,③ エコラベル商
品の購入,④ 再生商品の購入,⑤ リサイクル可能商品の購入などに努めるべきである。
多 くの消費者が,こ のような商品を積極的に購入してい くことが環境負荷の低減に繋がるの
である。 ところが,現 実には,消 費者の環境への意識の高 さと行動 レベルには,ギ ャップがあ
りすぎる。環境庁の調査か らすると,「環境への影響を考慮 して買う」「使い捨て商品はなるべ
く買わない」な ど,主 体的判断をともなう購入に関わる項 目は2～5割 と低 く,消 費者の意識
㈲
の変化のようには実行率が高まる様子が見 られないことが,指 摘されている。
グリーン購入ネ ットワークでは,商 品購入に当たって環境面での配慮すべき事項を,商 品カ
テゴリーごとに購入者・消費者向けのガイドラインにまとめている。これ までにOA用 紙,コ ピ
ー機,レ ーザープリンター,レ ーザーファクシミリについてガイ ドラインを示している。消費
者 としてはこれらを参考 にすることが望 ましいのではないだろうか。
このほか,使 用時において家電製品では,こ まめに節電 をすること,自 動車では停車時のア
イドリングの停止,冷 房 ・暖房時の適温の維持などに心掛けるべきである。 また,こ の段階で
は,具 合が悪 くなったり,一 部壊れた製品を修理 をすれば,ま だまだ使用できるというメイン
テナンスを確立すべきである。そのためには,メ ーカーが長期間にわたって部品を確保 してお
く体制が必要である。さらに,再 使用向上 に向けての取 り組み として,中 古品市場 ・フ リーマ
(36)f生 活起点』セゾン総合研究所,1998年6月 号,19～21頁 。
(37)三 浦康彦,『 経営情報学論争』山梨学院大学,第4号,1998年2月 号,56～59頁 。
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6田一ケ ット・不要品交換の場の確立が望 まれる。
F.回 収段階での配慮事項
現在の使用済み製品の回収主体は,主 として ①地方自治体 と住民団体,② スーパー,コ ンビ
ニな どの小売機関,③ 回収業者などである。 このうち,地 方自治体 と住民団体 による回収 を合
計 した リサイクル率 は平成8年 度で10.7%に とどまっているという。製品別の個別 リサイクル
についてみると,平 成9年 の再資源化率がスチール缶で79.6%,ま た,平 成9年 度のアル ミ缶
切91
の再資源化率は72.6%と なっている。
地方自治体 による回収では,一 般の不燃 ゴミとして回収される分 と,資 源 として回収 される
ものに区別 される。現状ではゴ ミとして出すか,資 源としてリサイクルに出すかは消費者の意
思に左右されており,し たがって,消 費者の意識を高めることが重要である。同時にまた資源
化の効率を高 めるためには,そ れぞれ"分 別回収"で きる体制 を確立することが重要である。
小売機関による回収については,す でに 「物流・販売の段階 」で述べてきたので,こ こでは
省略する。
つぎに回収業者による回収があげられる。わが国では,回 収業者によって先進国のなかでは
類 をみない古紙や衣類 の回収率 と再資源化 を誇ってきた。しかし回収率が高 くなればなるほど
回収品がだぶついて,値 段が下がり採算が とれな くなるという悪循環に陥っている。製造 した
製品については最終的にはメーカーが責任 をもつ という体制が好 ましいが,そ れには消費者の
協力が必要であろう。
空 き缶や空き瓶回収 については,「 デポジット制」をもっと普及させるべきではないかと思わ
れる。 デポジット制 とは,販 売代金に缶や瓶代を預 り金 として含め,空 き缶や空 き瓶を返せば
預 り金 を返却するというものである。わが国では,従 来 ビール瓶の回収で馴染んできた制度で
あるが,最 近の,デ ィスカウンターの出現や自動販売機 の普及はこれを拒む傾向がある。確か
に,販 売店 としては回収するまではよいが,特 に,空 き缶については回収後の処理 をどうする
(as
かが問題 となる。 ヨーロッパの環境都市では実行されているのであるから,わ が国で,で きな
いはずはないであろう。
G.処 理の段階での配慮事項
廃棄物 についていうと,一 般廃棄物は市町村の責任,産 業廃棄物については事業者の責任 と
なっている。事業者は,自 ら発生した産業廃棄物 を自らの責任において処理しなければならな
い。「自らの責任において処理する」 とい うことは,自 家処理 と産業廃棄物処理業者・地方公共
団体処理事業への委託 も含 まれ る。現実には,排 出事業者が不当に安価な処理 ・処分 を求める
(38)DonaldA.Fuller,op.cit.,pp.184～185.
(39)前 掲環境 白書,平 成11年 版,441頁 。
㈲ 回収業や排出物の流通経路については,環 境主義マーケテ ィング研究会編,前 掲書,119～207
頁。 デポ ジット制 については同書の216～217頁 を参照 されたい。なお,わ が国では現在八丈島で
かな り本格的な取 り組みがなされている。
(19)環 境志向のマーケティング19
こと,適 正処理でな く不法投棄や 不適正処理 ・処分 という方法で経費 を節減 しようとするとこ
ろに問題がある。
ところで,家 電製品については,2001年4月 から 「家電 リサイクル法」が実施されることに
な り,メ ーカーはテレビ,冷 蔵庫,洗 濯機,エ アコンの4品 目について消費者が廃棄する際費
用を負担 し,消 費者か ら販売店,販 売店か らメーカーへと廃家電製品が回収 され,メ ーカーは
ω
リサイクル率の目標 に応 じた りサイクルの義務 を負 うという形になる。
家電各社は 「家電 リサイクル法」を睨み,回 収品の処理 とリサイクルへの対応 に懸命である。
例えば,三 菱電機 は千葉県市川市 に 「使用済み家電工場」を完成 させ,リ サイクルする場合ど
のようにすれば分解しやす くなるかを研究 している。
東芝は,北 九州市にリサイクル工場を計画しているが,そ れに松下電器産業,日 立製作所,
三菱電機,三 洋電機,シ ャープな ど家電大手各社が出資し,業 界 ぐるみで リサイクル ・処理に
あたることにな。て、畿 家電業界の生 き残 りカ・かかっているといって も過言ではないようで
ある。
もう1つ 廃棄 ・処理段階で,事 業者ならびに自治体にとって避けて通れないのは,環 境ホル
モンを引 き起 こすダイオキシン問題である。 これは現在 「ガス化溶融炉」 と呼ばれる新 しいゴ
ミ焼却方式が進められ,一 部実用化 している。 これによると,1200～2000度Cで ゴ ミを焼却す
ることによってほとん どダイオキシンを排出しない という。焼却炉 は 「ガス化炉」と 「溶融炉」
の2つ からなり,「ガス化炉」でゴ ミをガスと炭素分に分解して,溶 融炉で完全燃焼することに
(43)
よってダイオキシンも,そ の素 となる前駆物質 も分解 される仕組みである。
廃棄物の削減では,ビ ール業界が削減 どころか 「廃棄物ゼロ」;ゼ ロエ ミッシ ョンに取 り組
み,キ リンビールが一足早 く,つ いでアサヒビール等々が廃棄物ゼロを達成 した。 ビール業界
はもともと農産物 を原料 とし,副 産 ・廃棄物の98%が 再資源化 されていて,製 品1ト ン当た り
のエネルギー使用量 も,国 内主要産業のなかで最 も低いグループに属 している。しかも,副 産・
廃棄物の70%が ビールの仕込み粕で牛の飼料 としても活用 されている。
小売業の中ではセブン ・イレブンが,大 切なのは 「環境への負荷が小さい経営」をすること
だ として,環 境対策プロジェクトを立ち上げ,三 井物産 と業務提携 を結び,店 舗か らでる廃棄
ω
物の適正処理 と減量化 をめざした一元化回収システム 「エコ物流」を構築 している。 いずれに
して も,企 業が環境重視のマーケティングを志向してい くためには,こ れらの問題 は避 けて通
れない問題である。
(41萩 原 一 平,指 田 光 章 編rリ サ イ ク ル の 知 識 』 日本 経 済 新 聞 社,1997年,143頁 。
(42)日 経 エ コ ロ ジ ー,1999年7月 号,8～9頁,1999年9月号,18～21頁 。
(43同 上 書,1999年7月 号,49～51頁 。
㈹ 『実 業 の 日本J実 業 の 日本 社,1998年Vol.101.6月号13頁 。
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VI.環 境にやさしい製品開発の具体的取 り組み
これまで,「 環境にやさしい製品開発」を進めるに当たって考慮すべき事柄について検討 して
きた し,ま た,「 環境 にやさしい製品」の定義についても触れてきた。そこで,「 環境にやさし
い製品」の具体例な開発について検討 していきたいと思う。
さて,先 に述べた東京都 のアンケー ト調査においても示されていたように,今 後開発 して欲
しい 「環境にやさしい製品」候補 として6割 を超 える人が,自 動車 と家電製品を挙げている。
これ らの製品 は,環 境負荷への影響の大 きい代表的製品であり,省 エネルギー ・大気汚染を削
減 してい くために抜本的な改良 と革新的な製品化が望 まれる製品である。そこで,こ れらの2
つの製品開発のうち紙面の関係上,自 動車 メーカーの取 り組みについてみてい くことにしたい。
1.エ コロジカル な自動 車の開発
自動車 は現在 の と ころ地 球環境 負荷 の大 きい製 品 であ る。 この製品が,今 後 も,先 進 国並 び
に発 展途上 国 において も需 要が拡大 してい くとな る と,地 球環境 に大 きな影響 をお よぼす こと
にな る。
カ リフ ォル ニア州で は,1990年 に「低公 害軍法(CaliforniaLawEmissionVehicleRegula-
tions)」 を制 定 し,そ の なかで,「 カ リフ ォルニア ・マ ンデイ ツ(CaliforniaMandates)」と呼
ばれ る排気 ガ スゼ ロの車(ZeroEmissionVehicle)の導入 を義務 づ けて い る。 それ に よ る
と,カ リフ ォル ニア州 で販売 され る自動車 の うち,ZEVの 割 合 を1998年 か ら2%,2001年 か ら
㈲
5%,2003年 か ら10%と す るこ とを義務 づ けるもの で,こ れが 自動車 メーカー に大 きな影響 を
与 え,商 業 ベ ース も含 め実 用可能 なエ コカーの開発 に向かわ しめた。
論 者 に よって は,既 存 の交通 システ ムを改革 し,車 社会 を見直 すべ きだ とす る意見 もあるが,
現 実 には車 生産 を直 ちに中止 し,新 しい交通 シス テムを構 築す る という ことはむずか しい話 で
あ る。 マーケ テ ィング活動 の上 か らみ て も,現 実 的 には現在 の自動:車 を改善 し,環 境 負荷 の少
ない車 に切 り替 えなが ら,新 しい交通 システム を模 索 してい くのが望 ま しい よ うに思われ る。
今 日,低 公害 車 と して研 究が進 め られ てい るもの には,① ソーラー カー,② 天 然ガ ス自動車,
③ アル コール 自動車,④ 水 素 自動車,⑤ 燃料 電池:車,⑥ ハイ ブ'リッ ド車 な どが挙 げ られ る。 こ
れ らは,そ れ ぞれ に優 れ た特徴 を もってい る反面,厄 介 な面 ももって い る。 そのなかで,次 世
代 の 自動車 として注 目されて きたのが,ハ イ ブリッ ド車 で あ り,ま た燃料電 池車 であ る。
ハ イブ リッ ド:車は,燃 料 電池車 に繋 いでい くた めの リリー フ役 として の見 方が な され てきた。
ところが,最 近 になって,燃 料 電池 の開発 ・実用化 にかな り時間 がか か るこ とが判 明 して,当 面21
世紀 の初頭 で はハイ ブ リッ ド車 が主役 を演 じなけれ ばな らない ことが判 明 して きた。もともとハ
㈲
イブ リッ ド(hybrid)と は,異 種 混合 の意味 で,2つ を組 み合わ せた もの を指 す広 い名称 であ る。
㈲ 『日経 ビ ジ ネス 』1998年,10月12日 号,22頁 。
(21)環 境志向のマーケティング21
ハイブリッド車 とはモーター とエ ンジン,電 気 とガソリンのメリットを互いにフルに引 き出し
あう方式でできている。それぞれの自動車会社 において,環 境対応の車 として研究されている
が,一 歩先んじて商品化できたのは トヨタの 「プリウス」である。
トヨタによると限られた資源を有効 に使い,環 境に対 してはその影響 を極力抑 える車 として
開発 したのがハイブリッ ド方式のプ リウスであるという。 この車の場合,同 排気量クラスの車
と比較 した場合の性能は,① 燃費で約2倍,②CO、 排出量で約2分1,③ 有害排出ガスで規制
値の10分 の1で あるという。ちなみに 「プリウス」とは,「～に先だって」という意味のラテン
語だそうである。
プリウスはハイブリッドに加 え,徹 底 した軽量ボディーを追求 している。同時にまた,リ サ
イクルを見据 えた部品素材の選定 など環境 に対応できることに努めている。例えば,車 体には
室内への断熱性能を高めることによってエアコンの消費電力の低減 を図るほか,UVカ ットグ
リーンガラスに熱線吸収機能 を持たせ ることで,太 陽エネルギーの浸透率 を約13%低 減 しして
いる。 また,ハ ンドル操作のための電動パワーステア リングには,シ ンプルな構造で従来の油
圧式 に比 べ3kgの 軽量化 を果たしたほか,必 要時しか電力 を消費 しない仕組 みにした。そのた㈲
め,同 クラスの油圧式 と比較 して約3%の 燃費低減を可能 にした といわれている。 トヨタのほ
か,わ が国のホンダ,日 産,三 菱は同様に本格的な 「燃料電池車」の開発までの リリー フの本
命 として,ハ イブリッド車の実用化に向けて競争段階 に入ってきた。
2.燃 料電池車(FuelCellElectricVehicle)の 開発
次世代エコカーの本命 は,燃 料電池車であるといわれている。燃料電池は,水 素 と酸素が結
合す る時に流れる電子を使用 した発電装置で,電 池の名はついているが蓄電池ではなく,ま た,
燃料の名 も付いているが,燃 料 を燃やす発電装置でもない。水の電気分解 と逆の反応で電気を
得るもので,い わばこの自動車 は,水 素 と酸素で発電する電気によって動 く自動車である。燃
料電池の特徴 は,燃 料を燃焼するものではないので,CO2,NOxを 出さず,排 出物は水 だけな
(48}
ので,100%に 近 く無公害である。
燃料電池 を車体に搭載する場合は,一 般的に蓄電池 と併用され,電 池同士のハイブ'リッドと
いうことになる。つまり,燃 料電池が一定出力で発電 したうちの余剰電力 を蓄電池 に溜 めてお
き,加 速など多 くの電流が必要な時に放電す る仕組みである。車載する燃料 は天然ガスから製
造 した水素かメタノールである。
次世代の本命 として,こ れに積極的に取 り組 んでいるのが,ド イツのベンツ社でる。エンジ
ン自動車 は,1886年 カール ・ベ ンツ とゴットリー ・ダイムラーが世界で最初に開発した。いわ
㈲ エコカーについての説明は三崎浩士氏が詳 しい。三崎浩士 『エコカーは未来を救 えるか』ダイ
ヤモンド社,1998年,192頁 。
㈲ トヨタの提供資料 による。
(48;排 出された水 は宇宙船で飲料水 として利用 された という。三崎浩士,前 掲書,285頁 。
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ばガソリンエ ンジン生みの親であるベンツ社が,自 らの手によってガソリンエンジンを葬 り,
⑲
燃料電池車 にスイッチ しょうとしている。
ダイムラー ・ベンツ社は,2004年 に燃料電池車の量産販売を開始する。ベ ンツ社は,1994年
に水素貯蔵 タンクを積載 したワゴンやバスなどの燃料電池車を相次いで開発 した。さらに,カ
ナダのバ ラー ド・パワー ・システムズ社 と共同で,液 体メタノールを水素に改質する新方式の
燃料電池 を開発 し,小 型化に成功することによって1997年 にベンツ社で もっとも小さいAク ラ
スの車に燃料電池を搭載 した 「NECAR3」 を発表 した。つまり,こ れを次世代車開発競争の主
役に据えていこうと.いうわけである。
残 された課題 は,エ ン ドユーザーへの燃料の供給方法であるという。メタノールの供給は,
現ガソリンスタンドがその気で協力すれば,多 少のインフラ整備の必要があるとしても,そ れ
ほどむずか しいことではないように思われる。価格 はディーゼル車なみの製造 コス トに抑えら
れ ると予測 しているが,現 実には現行価格 より割高になることは避け られないであろう。 しか
倒
し,初 期段階では政府の補助金 ・税制面での優遇 を期待 して もよいのではなかろうか。
課題はむ しろ,完 壁に近い 「燃料電池」の開発にある。「燃料電池車」の開発で,モ ーターに
電力 を送 るバ ッテ リーは欠かすことのできない自動車部品 となって きた。「燃料電池」の開発
は,現 在,世 界的に研究されているが,日 本の各社 も負けていない。すなわち,日 本の自動車
会社な らびに電機 ・電池会社 は次世代燃料電池軍用 として 「ニ ッケル水素電池」に トヨタ ・松
下が,「 リチウムイオ ン電池」には日産 ・日立,三 菱 ・日本電池が連合 して厳 しい開発競争を演
じている。 ソニーも 「リチウムイオン電池」技術で先行 してお り,ど うや ら世界的に見て も次
伍D
世代の 「燃料電池」は 「リチウムイオン電池」に落ち着 きそうである。
この他,米 フォー ド・モーターと米モービルは,ガ ソリンか ら水素を取 り出 して走 る燃料電
池車 を開発 し2004年 には一般向けに商品化する計画である。フォー ドはすでに圧縮水素をエネ
ルギー源 とする無公害型の燃料電池車 「P2000」 を試作 しているが,こ れ は米連邦排ガス基準
にも対応 し,か つまた燃料供給に既存のガソリンスタンドが利用できるという利点 を生か して
伍2)
の計画である。 しかし,水 素を作 り出すのにガソリンを使用するとい うのは,環 境対応への理
念 に遵 うことになるので,既 存のガソリンスタンドが利用できるとい う理由では納得しがたい
のではないだろうか。
3.車 体の軽量化,リ サイクル ・廃棄の問題
上記の ことから,車 を使用 ・走行する際のCO2,NOx削 減については,見 通 しがついた よう
㈲ ベ ンツ社は,次 世代の環境負荷の少ない本格的な車開発 に当たって 「脱エ ンジン」に賭 けてい
る。週刊東洋経済,1998年,1月17号,44～45頁。
(50;実 業の日本社,前 掲書,12頁 。
(51;前 掲 日経 ビジネス,23,28～31頁 。武末高裕 『環境技術で生 き残る500企 業』 ウェ ッジ,1999
年,283～287頁 。
(52)日 本経済新聞,1999年,8月17日,夕 刊号。
(23)環 境志向のマーケティング23
に思われるが,残 る問題 は,車 の製造時における資源の削減 としての軽量化,並 びに廃棄に伴
って生 じる問題である。
車体の軽量化 ・… 車体軽量化の主な意義 は,燃 費並びにCO2,NOxを 削減することにあ
る。欧州では,ダ イムラークライスラーの小型車:「Aク ラス」やルノーの主力車種 「ク リオ」
に,フ ロン ト・フェンダーな どにプラスチ ックが使われているとい う。 トヨタのプ リウスは現
在の ところ1240kgあ り,同 クラスの ものと比べても100～200kg重 く,改 良が要求 されよう。そ
のために,ト ヨタは,プ ラスチックの一種であるポ リプロピレンの性能を高めた「TSOP-6」
を,プ ラスチ ックメーカー等 との共同でほぼその開発を終 えた ようである。
ホンダは,1999年 秋 に発売 したハイブ リッド車 「VV」 の車体の骨格 となるフレームやボデ
ーイ ・パネルにアル ミとプラスチ ックを用いることによって,ハ イブリッド車でありながら重
量を軽 自動車並の800kg台 に抑 えている。この ように,自 動車 メーカーが こぞって軽量素材 を求
めるなかで,製 鉄会社 とアル ミメーカー,プ ラスチックメーカーの厳 しいつばぜ り合いが展開
(脇).
されている。
廃棄 ・処理 ・… ドイツでは,約4000万 台の乗用車が登録されてお り,新 規登録車も増加
しているが,登 録抹消 も年間300万 件,こ のうち処理に回る廃車は130～150万 台に達していると
、いう。 ドイツ政府 は,リ サイクルに適応した設計,環 境汚染を引き起 こさない廃車処理,リ サ
イクル技術の向上 を通 じてリサイクルできない廃棄物の量を削減,原 料 として使 う資源の保護,
埋 め立て処理の削減を目標 としている。ただ,年 々廃車台数が減少 してきてお り,廃 車業者は
収入が減 り,経 営が苦 しくなっている とい う。
ドイツ政府のコンセプ トは,一 方では産業界 における自主規制により,他 方では自主規制だ
けではカバーで きない事柄 を法的に規制 してい くことで目的を達成 しようとしている。法規制
としては,「廃車:の適正処理 と道路交通法の諸規定への適応に関する政令」を1998年4月1日 か
ら施行してお り,車 両所有者の義務 としては,廃 車する際,必 ず認定された リサイクル業者に
引き渡さなければならない。廃車手続 きには,認 定 された リサイクル業者の交付するリサイク
ル証明書が必要なことが義務づけられている。
リサイクルを目的 とした廃車の輸 出 ・… 廃車処理認証業者は,適 正処理にかかる必要経
費 として,最 終所有者 に処理料 を求めるケースが増 えてお り,そ れを嫌 って,ド イツで廃車に
(弱)な
ったものが,中 ・東欧諸国に中古車 として輸 出される数が増 えている。それを解決するには,
輸入国側で も同様の廃車 リサイクル規制を導入するといった規制の統一化が必要になる。
一方,フ ランスのルノー社は,2002年 の廃車 リサイクル規制 をバネに,リ サイクルで欧州の
リーダー企業を目指している。欧州では,欧 州で自動車 を販売 している企業が共同で,廃 車 リ
サイクルに関する共通の 「自主規制」の枠組みを設け,2002年 までに市場か ら回収 した廃車:の
(53)日 経エ コロジー,1999年7月 号,31頁 。
(54在 日 ドイツ商工会議所 『社会を変 えるか ドイツの循環経済 ・廃棄物法』1997年,32頁 。
㈲ 日経エコロジー,1999年7月 号,15頁 。
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リサイクル率 を85%に 引き上げることになっている。2002年 以降に販売する新車 はリサイクル
可能率が総重量の90%以 上でなければならないというのがその内容である。 この数値が達成さ
れない企業は,市 場評価が下が り競争力の低下は免れないとあってマーケティングの視点か ら
も避けて通れない実状である。
ルノーは,1998年 に発売 した 「クリオII」 が総重量の最低86%は リサイクル可能であると自
信 を澱 らしている。 ところで,自 動車の約70%は 鉄でで きており,こ の部分 については伝統的
にリサイクルされてきた。問題 は25%を 占あるプラスチック ・ゴム ・ガラスをどのようにリサ
イクルす るかにかかって くる。ルノーは1994年 か ら1997年 にかけて専門の材料再生業者 と組ん
で,プ ラスチ ックやガラスの リサイクルの実証試験を繰 り返 してきた。
ルノーはまた,リ サイクルだけでな く解体や廃棄への取 り組みにも熱心で,こ れまでに廃車
を回収 し,適 切な処理先 に車体や部品を分配する回収 ・分配管理業者のECO-VHU社 と提携
し,ま た,適 正処理能力の高い解体業者 とも提携 していった。 その結果,廃 車処理ルー トの強
みを生かし,ド イツ・BMW,イ タリア ・ワイアッ ト,英 ・ローバー,ス ウェーデン・ボルボと
廃車処理 に関する相互契約 を結び,ほ ぼヨーロ.ッパ全域 で廃車処理を管理で きる最初の自動車㈲
メーカになっている。
わが国で も,日 本自動車工業会が,2002年 以降 にリサイクル率を85%以 上に高めることを目
標 に掲 げたが,そ のためには解体業者の協力が重要である。わが国の登録台数は約7000万 台で,
このうち約500万 台が使用済 みとな り,ディーラーや整備事業者を通 じて解体業者のもとに回収
されて くる。解体業者のなかで注 目されているのが,北 九州に本社 を置 く 「吉川工業」である。
吉川工業 は,鉛 や水銀などの有害物質を事前に取 り除 き,銅 やステンレス,ア ル ミなどの非
鉄金属まで回収する技術をもった徹底 したリサイクルで知 られている。その技術は解体業者の
なかで 「吉川方式」 と呼ばれ,高 く評価されている。2000年 の1月 には吉川工業が筆頭株主 と
な り,三 井物産や新日鉄なども出資する 「西日本オー トサイクル」を立ち上げ,本 格的な解体
処理ならびにリサイクルに当たることになってい るが,吉 川工業の金属材料 リサイクルセンタ
(57
一には,自 動車メーカーの開発担 当者の見学が急増 しているという。
この他自動車業界のホンダも 「廃棄物ゼロ工場」を目指 し,1997年2月 か らグ リーン ・ファ
ク トリー計画 を立て,工 場から出る埋め立て廃棄物 をゼロにするという。従来埋 め立て られて
いた廃油や切削廃液 を再利用 した り,消 却灰や廃油をリサイクル して2001年 にはほぼゼロにす
るといわれている。
上述のように,期 待 され る21世紀型の自動車は,CO2,NOxを ほぼゼロにし,し か も廃棄 し
た際,燃 料電池,車 体,タ イヤ等 を含め95%程 度 はリサイクル される自動車でなければならな
いといえるだろう。そのためには自動車産業と回収 ・リサイクル業者が一体 となった取 り組 み
(56)日 経 エ コ ロ ジー,1999年7月 号,37～39頁 。
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が不 可欠 であ る。
VII.む す び
上述 してきた ように,環 境を保全 し,持 続可能な経済活動を遂行 していくためには,循 環(リ
サイクル)型 の経済 システムが必要で,か つまたそれを支 えるのがサブシステム としての 「循
環型マーケティングシステム」,い いかえれば 「環境志向のマーケティング」であることが理解
できた と思う。
そして,実 際に 「環境志向のマーケティング」を展開していくためには従来のような大量生
産 一大量消費一大量廃棄 という動脈型の発想から適切な生産一適量消費一リサイクルー最小廃
棄 という静脈型への発想に考えを改めなければならない。そしてその静脈型の発想では,従 来
のマーケティングに固有であった4Pの うちの製品開発(ProductDevelopment)の 段階で「環
境 にやさしい製品」開発がなさ.れなければならない。そのためにはまた,資 源採取から製品廃
棄 までの製品の全生涯を考慮に入れた企画 ・設計 と同時に消費 ・使用後の製品回収 ・リサイク
ルが極めて重要であることがわかった。
「環境にやさしい製品」の具体的な取 り組みについては,自 動車各社 の取 り組みをみて きた
が,今 後の経済 ・マ〒ケティング活動 を取 り巻 く環境 はエコロジーの面から制約され,環 境を
抜 きにしての活動 は不可能 になってい くも、のと思われ る。 とりわけ,当 面の問題 としては自動
車 ・家電製品の分野で極めて厳しくなる。
最後に,「 環境志向のマーケティング」は,環 境への負荷を最小限にしていこうとするマーケ
ティングであるから,製 造業 ・流通業 ・物流業 ・回収業 ・消費者が一体 となって循環型(リ サ
イクル型)の マーケティング ・システムを構築 してい くようにしなければな らない。
